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既往症 幼時カラ比較的健全7~：：'J:~ ヲ知ラナ f 。唯10蔵頃カラ常ニ日書嘱共他ノ軽イ肩違
和ヵー アJレ。








第 1同 l昭和3if.7月:2（）日 i:,j'} :2問 昭和4年1月:24日
第3同 日目和4；：子10月：U日 第 4同 日目和5ff8月:24日
第 5同 H日和6年1月'27日 ~｝ 6同 同 年5月16日
1,j} 7同 昭和6年7月31日 第八同 昭和7年1月6日
;',i}9同 昭和8年1月:23日 第10問 同 年3月1:2日
持r）レ経過ノ！？目ニ準行性ノ強ィ貧血ヲ’kシタ， トfフノデアJレ。食忠尋常。上岡1日1J。
一般所見掛開rf1 専大ノ ~J，筋／：設育悪ク，皮下脂肪織ハ相官ニ自竹デ， J店長ハヨクナ
ィ。皮円著シク詐(1, シカシ冷汗ハカカズ，叉何底ニモ皮下溢血斑， i刊重，硬結等カl~ ク．
疲痕ャi的与等ヲ認メナ f。呼吸安静，！眠博略 ξ尋常；。何底ニモ淋巴腺n重脹ヲ誼UJjシナ f。
頭部ニハハッチンスンl¥:3 主徴ハ認メラレナイ。古書Jn~ シ。心臓ノ大サ尋常，但シ心尖
臨 床 議 苦え 140:3 
ーテ牧縮期昔不純デアJレ。肺Iiハ右鎖骨上下筒ニア打診音短，呼気鋭，且長シn
周虚所見腹部ハ全鰹トシテハ陥旋毛セズ膨満モシテ居ラヌガ， Li上腹部一帯が梢を膨





































デア Jレ。手掌ヲ無理ニ牌臓ニ近附クヤワトセズニ，牌臓ヲ手ノ方へ＊サセ Jレヤクー ， J患者
ノ贈位ヲ右側臥位ニスJレト具合ガ佳fノデアJレ。之ガ牌腫グト fフタメーハ薬力撃的ニ試

















検血月 日 23/ IX 30/ I¥ 9／；斑 15/ JU. 
赤血球敢 3152000 3050000 3850000 3890000 
白血球数 5800 4500 4750 
左院
4950 
Hb 亙 60 50 61 記前 53 ノ、／
白血球100分中 科外検査
Lエ才ジン寸噌好市Il胞 4.0 内.4 14.0 入 16 
臨 ），~ 性細胞 0.4 。 。 。








1.6 左院 12 
記前
48.8 ノ、／ 31 
外検
科査32JJ 入 2~









Anaemia splenica或ハ肝硬境ヲ件へJレ牌腫 Splenomegaliacon cirrhosis hepaticaナドト臨
床疾患名ヲツタラレテヰタ疾患群中カラ，此ノ症候群ヲ備へ病理製的ニハ一夫的牌 Lフイ
プローゼ「（繊維性硬蟹）ヲ伴ツタ一種／病型ヲー猫立疾患トシタ。之ヲ護見者ノ名審ノ震



















1406 日本外科 l'f 凪箔 10 谷川 λ~I~
！”JR氏陣磁ヲ起シテ生ジ Jレモノデ，此ノ ：外ニ夏ニ－：火山］ニ「11血•I"!：ぷ質ヲn ヒ，従ツテ胃腸内
IH血ヲ起スコトガアツア，進＝菅レル。
以 I：ハ定見！「l'・Jナ場合デアルガ，イ1J分ニモイ，；:Jrヤ、制汁引！I：ニ始？リ苦痛ガ少イタメ ι，I巨
碓ナ瑳病問ガ‘イJ明ナ 'lt カ’多 ク．知）~忠ノ谷［（）J ノ限界モ i処シテ巌絡ニハ＇；！：メラレヌ。叉必ズ
シモ定型的パカリデハナクテ，例へ山本例ノ如クニ1瓜l'itぷ＇f［ガUfニtf,2期ニ始 7 ）レ＇］｛：ガ
アリ，叉~,f~2明ノ肝肥たガ・ナク テ ：;r-;rn月カラ也チニ第3期へ移Jレトイフヤウナ プj;: モア；•。
病理本病＝於タ Jレ ij•\!ij械ノ鑓化ハ Banti J Ji.府間 Fibroadenie 印チ牌網iU~織繊維ノ肥！以カ
主タ Jレモノデ，牌髄ノ繊維性浸i悶，.....｝レピギー氏小関ノ j並行・1！：鑓化ガ・アリ，＂＊臓静脈ノ 1硬
化ヲ認メ Jレ。之ーラヱンネック氏nr @! r;J'4；，；ガ附随ス JレノデアJレ。 Bantiハ本病デ牌静脈ノ
硬化ガアル事ヨリシテ，本的ノ fi'l切！ノ iftlハij'＼！臓ニアツテ，此底デ何カ知ラヌヵ 有ー害物質ガ




第1 貧血デ，向血液像ガ特異デアルカラ，大韓ノ兄川ハック件ラレル。 WW陸ヲ f'I~ へ Jレ貧
血ノ血液像ニ開シテ AubertinI¥：ノ J血液製的分類ト fフノガアJレ。ソレノ＼
i) 有按赤血球ヲfj！ヘル牌性貧血。此ノ際ハ白血球ハ「，＿，等度ニ増加ス Jレ。
i) 白血球減少，淋巴球相封的噌加ヲ作へル牌性貧血。此／際ニハガj若骨髄細胞ハH1現
ンナ -10 竺三Z氏病ハ此ノ項＝届ス Jレモノデ，白血球パ成少ハJじダシ 4時ニハ1500位迄エ
ナJレ。パ‘ンチ氏病ノ他， Lカヨ・アダーJレI' ·1~ ·l~EL .....ヨリア1’＇！｛モ，こデアル。
ii) 多核白血球.ll'i"hU ヲ i'I！へ ）~牌Jl重性貧血。徽毒性牌腫，＊－·'i按性牌腫’y カ”とデアル。
iv) IE常ナ Jレ血液像ヲイi‘スノレ牌腫性貧血。ョ：二主三氏病ガぉ之デアJレ。
第2 牌I!重。’i；ミニ市ィ。此ノ賠デ念ドi:fWi,f：主的ニ依Jレ牌l!TI.トハA；去がアJレ。表i商ハ平滑デ，
j皮動シナ f。叉隠ヲ加へテモ大シテ疹痛ヲ訴へナ f。叉＂＇ Y.通ハ癒，＇（j：セス，印チ牌j司閤炎ヲ
起ス事が少イカラヨク動ク。
モ欠ニ消倒的ニハL~；＇三三氏病ハ原｜正｜／判ラヌ紳脆1ダト fフ事ニ一致サセ 4・パナヨヌ。帥
チ， i投~ ノ血清反感陰性ナル事，他ニ淋巴腺脆，殊二時移性臆癌ヲ設見セヌ＇H・ L ＇ラリア1
F呼／経験ナキ事， L ア Jレコホル·~11毒，食餌！筆磁等ノ無キ事，写々デア Jレ。
命本例テnt血帥チ ＼＇1腸内出血＝iAツテミツ、カラ牌！！重ノ減脹ス Jレノカ咋lj；レトイフ Lアナム
ネーゼ寸ガア Jレガ， 之ハイ1iJ ノタメデア Jレカ。 ＇.t ニモ ＿；~べ‘ タヤ ウニ，病的ij'＼！臓品：~が門！既及
ピ肝臓ニ及ンデ，萎経i肝ヲ＊シ，ブよレデl’＇J脈ノ瞥血カ、、超Jレ。此ノ陵血デ＂＊服カ降、逆ニ二次的
ニ腫大／度ヲI曾シタ所へ．出血’It#-t'lが出ぅk-J ~ l：血ヲ行ヒ，乙 r，：：ノ血液ヲ~（フ ト. ij!p.~fi：脈
臨 床 議 義 1407 
ハ胃静脈ト交通シテ居ルカラ，抵抗ハトレテ牌臓ノ欝血ニ依ル分ダク／腫脹ハ除カレテ，
牌腫ハ一時小サクナツタ様ユ見へJレモ，漸次慢血ス Jレニ連レテ再ピ腫脹ス Jレ， ト考へ Jレト
理解B',*1レ。肝硬境ガ一安的デソノ慢血ノミデ牌エ斯ル腫大ガ来タモノトスルニハ．是非
共同時ニ腹水デモ謹明セネバ辻棲ガ合ハナ 4カラ，本例デハ／正様ニハ考へナ fノデアJレ。
鑑別診断 1) コ：二と三氏牌腫 SplenomegalieTypus Gaucher ソレニ特布ナ皮膚ノ着色














7) 淋巴性肉芽腫 ノfンチ氏病トノ最モベナル差ハ． i）輔移病竃， gpチ汎護性淋巴腺






肝臓ハ元ぅ~プラプラシテヰル臓器デ、ア Jレカラ，間！英牒 I {'¥IJ行静脈カラノ H＇，血ヲサへ充分
願慮シテ行レパ，共剃「P，ハ規(d{Qナモノデハナイ。剃H1術ノ成紅tハ術向Iiノ貧血ノ強サ，肝臓
ノ略化ノ程度及ピ周｜牢｜トノ癒y斤ノ；有無咋ニ依ル手術ノ引l易， F呼々デ鑓ツテaミルガ，貧血ハ
術前輸血シテ置ナパ＇）！－ij-f,·1~的ニ fill ヒ得 Jレ。タダ肝臓ノ費化ガ進ンデ居タリスルト困 Jレ。初旬1
gp チ第1-2朗デアツテ，月中ノしブ f プロアデニ一寸が主デアル時期ニハ，月＇＼！！ 剃~I＼ヲ行ルト
貧血ハ佳クナリ血液像モ恢復シ卓効ヲ場ゲ JI-- ノミナラス・永久iflf＠.~ヲモ皆ミ件Jレノデア Jレ
























検血月日 22/ )[ （易I］向後7日目） 29/ )[ （易I］／＿~後 14 日目）
赤血球数 4360000 4980000 
白血球数 6400 9200 








皮Ir守ノ作1’lサモ之ニ},l1J¥ジテ l明カニ減リ，甚ダ元試ヨクナリ，術後14 日｜｜ニ ~J；－行社l出シタ。
12 
日乃
11.5 
0 
0 
,52.:l 
24 
